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 各自治会への配布のほか、市内の公共施設、コンビニエンスストアなどの協力店
舗に設置しています。市ホームページや広報紙配信サービスもご利用いただけます。8月 20日（水）発行

目の不自由な方のために、点字版広報とちぎの発行や市内の朗読ボランティアが広報とちぎの音声テープを作成しています。ご入用の方はお気軽に広報課まで
お問合せください。《☎：0282（21）2316》

　小さい頃、家族旅行で広島の原爆
ドームを訪れました。当時は建物の
不思議な形ばかりが印象に残り、そ
の意味をきちんと理解できていな
かったように思います。だからこそ、
もう一度訪れ、自分の目で見て、感
じて、戦争の悲惨さや平和の尊さに
ついてあらためて考えたいです（関）

　人類の歴史は『戦い』の歴史とも
言えます。悲しいことですが、知ら
ず知らずに人間は争いを始めてしま
うものなのかもしれません。平和を
望むなら、実際の戦争を経験をした
ことのない私たちが、どれだけ本気
で悲惨な歴史を学び、行動するか、
に掛かっていると感じました。（塚）
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栃木市遺族連合会 副会長
三鴨地区・藤岡遺族会 会長

遺族会とは
　戦没者の遺族などが会員となり、
戦没者の慰霊や会員間の交流促進、
戦争を経験していない世代へ平和
の尊さを伝える等、様々な活動を
行っています。市内の各地域にも
遺族会があり、それらをまとめる
組織として遺族連合会があり、毎
年、市と「栃木市戦没者合同追悼式」
を共催して開催しております。

栃木市戦没者合同追悼式
　戦没者を追悼し、平和への祈りを捧げ
ます。どなたでもご参加いただけます。
日時　10月 28日（火）14時～
場所　 とちぎ岩下の新生姜ホール

（栃木文化会館）小ホール
第��回戦没者特別弔慰金
　戦没者の犠牲に弔意を表してご
遺族に支給するものです。
支給対象者　戦没者等の死亡当時
のご遺族（詳しくは問合先まで）
請求期間　令和10年3月31日まで
支給内容　額面27万 5千円、5年
償還の記名国債
請求窓口　高齢介護課、各支所地域
づくり推進課（市民）保健福祉係
問高齢介護課☎（21）2249
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　戦争の悲惨さや核兵器のおそろしさを知り、命の尊さや平和について考えてみませんか。
多くの皆様のご来場をお待ちしています。

戦争体験を聞く会
戦争体験の語り部の山

やまぐち
口 スミさん、小

おぐ ら
倉 久

きゅうご
吾さんに、戦時中にどんなこ

とが起きていたのかをお話しいただきます。
日時　８月16日（土）10時 30分～ 12時 30分
場所　とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館）展示室
定員　７０人程度（予約不要）
費用　無料

とちぎ非核平和展＝ヒカリから光へ＝ ����
栃木市・賢二版画絵巻プロジェクト共催。丸木美術館所蔵の原爆の図の複

製画や、市ゆかりの彫刻家で版画家の鈴木賢二氏の版画絵巻等を展示します。
17日の 13時からは小ホールにて朗読劇「泰山木の木の下で」を実施します。
日時　８月14日（木）～17日（日）10時～ 18時（17日は 16時まで）
場所　とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館）
　　　展示室（展示部門）　　小ホール（朗読劇）
費用　展示室：無料　　小ホール：500円（公演協力券）

とちぎ平和展
日時　８月４日（月）～15日（金）８時30分～ 17時
場所　栃木市役所　本庁舎４階　通路 
内容　 第二次世界大戦末期に使用した飛行服等の現物資料や戦争の惨状を収

めた写真パネル等を展示します。
費用　無料

戦後 80年中学生広島派遣報告・昭和館次世代の語り部講話会
市立中学校２年生 26人で構成される広島平和記念式典中学生派遣団が広

島市を訪れ、戦争や広島への原子爆弾の投下について学んできます。中学生
が広島への派遣を通して学んだことや感じたことを発表します。また、今年
は戦後８０年の節目の年を迎え、昭和館次世代の語り部による講話も行いま
す。ぜひご来場ください。
日時　８月23日（土）14時 30分～
場所　とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館）　小ホール
対象　どなたでも

問総務人事課☎（21）2342

　戦争体験を聞く会・とちぎ非核平和展＝ヒカリから光へ＝����・とちぎ平和展・
戦後 ��年中学生広島派遣報告・昭和館次世代の語り部講話会を開催します
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